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て見える A と B を結びつけるのではない、という意味では、確かに客観的な認識は導出できな
いという点で、非論理的かつ非合理的であるけれども、見えない B を引っ張り出してきて（見


























　2020 年 4 月より、小学校におけるプログラミング教育が必修化される。すでに多くの実践事
例を扱った書籍が刊行されており、プログラミング教育のための教材も多く開発されている。「プ


















































らず、見える二つの A と B をより合理的、論理的につなぐ営為である。他方で内田のいう「論
理的に思考する」は、一見離れている二つの出来事をつなぐ営為であり、つまり「物語」の発動











































































































































































































































る11）。後年には、ゲーテ（Johann Wolfgang von Goethe, 1749-1832）の色彩論、そのゲーテと影


























































































































































　こうして、志村の他力的な発想は、オーストリアの詩人であるリルケ（Rainer Maria Rilke, 



































































































































































































































































　     　大拙は俳句であれば、直観を（言語でも）反映できる、というのだが、時枝は仮に俳句であって
も（時枝は、大拙同様、芭蕉、蕪村、あるいは田山花袋など自然主義文学も事例にして論じている）、
言語は思考の表現をするのだという。
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